
ＬＰＳ２５ＨＢ使用方法につきまして（参考） 
ＬＰＳ２５ＨＢは電源投入時にメーカーが書き込んだオフセット値を自動で読み込み、各レジスタに自動で反映します。 
ＰＲＥＳＳ＿ＯＵＴレジスタはＨ、Ｌ、ＸＬの３つのレジスタから構成され、３バイト（２４ビット）の「２の補数」表現となります。 
（１＝０ｘ０００００１、２＝０ｘ０００００２、－１＝０ｘＦＦＦＦＦＦ、－２＝０ｘＦＦＦＦＦＥ） 
ｈＰａ値を得る為にはＰＲＥＳＳ＿ＯＵＴレジスタの値を４０９６で除算します。 
 
●気圧の測定には 2 種類の方法があります。 
 以下、ＰＲＥＳＳ＿ＯＵＴレジスタに値を格納する事を「出力」と表現します。 
 ①単純に現在の気圧を出力する。 
 ②リセット時の気圧（ＲＥＦ＿Ｐレジスタ）と現在の気圧との差分を出力する 
  
①単純に現在の気圧を出力する 
 リセット手順例 
  １）ＣＴＲＬ＿ＲＥＧ２レジスタのＳＷＲＥＳＥＴビットを１にする。その後、同ビットが０になるのを待つ。 
  ２）ＣＴＲＬ＿ＲＥＧ２レジスタのＢＯＯＴビットを１にする。その後、同ビットが０になるのを待つ。 
  ３）ＣＴＲＬ＿ＲＥＧ１レジスタのＰＤビットを１にして通常モードを選択、ＯＤＲビットを００１にして出力１Ｈｚを選択する。 
  ４）ＲＰＤＳレジスタにオフセット値を書き込む。 
 出荷時は±５～±１０ｈＰａ程度の誤差があります。 
 ＲＰＤＳレジスタにオフセットを書き込む事で常にこの値を参照し、測定値から加算あるいは減算した値を出力します。 
 ＲＰＤＳレジスタは２バイト（１６ｂｉｔ）のレジスタで、値は２の補数表現です。（１＝０ｘ０００１，－１=０ｘＦＦＦＦ） 
 ＲＰＤＳレジスタは電源ＯＦＦで０クリアされますので、再度の書き込みが必要となります。 
 オフセットの値は下記の式で計算します。（サンプルプログラム参照） 
 ＲＰＤＳ＝（（測定気圧ｈＰａ－実際の気圧ｈＰａ）×（４０９６÷２５６） サンプルプログラム中「÷２５６」はビットシフトで実現  
 （実際の気圧：気象庁発表等のデータによる） 
 出力は、測定気圧からＲＰＤＳレジスタの値を減算した値となります。 
 正の値をＲＰＤＳレジスタに書き込む事で測定気圧から常にＲＰＤＳレジスタの値を減算して出力します。 
 負の値を書き込んだ場合は加算（＝負の減算）をします。 
 この場合（単純に現在の気圧を出力する場合）は、ＰＲＥＳＳ＿ＯＵＴレジスタの値を浮動小数点表記に変換し、４０９６で除算する事で簡単に 
 ｈＰａ値が得られます。 
 気圧に関しての割り込み機能は使用できません。（動作機能に関してのみ使用可能です） 
 
②リセット時の気圧（ＲＥＦ＿Ｐレジスタ）と現在の気圧との差分を出力する 
 リセット手順例 
  １）ＣＴＲＬ＿ＲＥＧ２レジスタのＳＷＲＥＳＥＴビットを１にする。その後、同ビットが０になるのを待つ。 
  ２）ＣＴＲＬ＿ＲＥＧ２レジスタのＢＯＯＴビットを１にする。その後、同ビットが０になるのを待つ。 
  ３）ＴＨＳ＿ＰＲレジスタに差分のスレッショルドレベルをセットします。２バイト（１６ビット）の値です。 
     「差分として設定したいｈＰａ値＊１６」の値を設定します。常に正の値として扱われます 
  ４）ＣＴＲＬ＿ＲＥＧ１レジスタのＤＩＦＦ＿ＥＮビットを１にし、差分出力を選択します。 
  ５）ＣＴＲＬ＿ＲＥＧ３レジスタのＩＮＴ＿ＨＬビットで割り込み発生時のＩＮＴ＿ＤＲＤＹピンの極性を設定します。 
     ０＝割り込み発生時Ｌ、１＝割り込み発生時Ｈ 
  ６）ＣＴＲＬ＿ＲＥＧ３レジスタのＰＰ＿ＯＤビットでＩＮＴ＿ＤＲＤＹピンの出力形態の設定をします。 
     ０＝プッシュプル、 １＝オープンドレイン 
  ７）ＣＴＲＬ＿ＲＥＧ３レジスタのＩＮＴ＿Ｓ［２：１］ビットで割り込み発生要因を設定します。 
     ００＝動作機能に関しての割り込み 
     ０１＝測定気圧がＲＥＦ＿Ｐレジスタと比較してＴＨＳ＿Ｐレジスタで設定した値以上に高い場合、割り込み発生 
     １０＝測定気圧がＲＥＦ＿Ｐレジスタと比較してＴＨＳ＿Ｐレジスタで設定した値以上に低い場合、割り込み発生。 
     １１＝測定気圧がＲＥＦ＿Ｐレジスタと比較してＴＨＳ＿Ｐレジスタで設定した値以上に高い、あるいは低い場合に割り込み発生。 
  ８）ＣＴＲＬ＿ＲＥＧ２のＡＵＴＯＺＥＲＯビットを１にするとＲＥＦ＿Ｐレジスタにその時点での気圧が格納されます。 
     ＲＥＦ＿Ｐレジスタは３バイト（２４ビット）の「２の補数」表現です。 
 差分のｈＰａ値を得る為にはＰＲＥＳＳ＿ＯＵＴレジスタの値を４０９６で除算します。最上位ビットの扱いに注意してください。 
 
●温度の測定 
 ＬＰＳ２５ＨＢが測定する温度には±２℃の絶対誤差を含みます。 
 ＴＥＭＰ＿ＯＵＴレジスタは２バイト（１６ビット）の「２の補数」表現です。 
 このレジスタの値を４８０で除算した値に４２．５を足す事で「℃」で表せる摂氏温度表示となります。 
 摂氏温度＝（ＴＥＭＰ＿ＯＵＴ／４８０）＋４２．５ 


